
1．今回の開催時期（3月上旬から中旬）について、いかがでしたか？

回答選択 回答数

春休みなのでちょうどいい 13

別時期の方が良い 1

2．（上記の質問で「別時期のほうが良い」と答えた方のみご回答ください。）いつ頃がベストだと思われますか？

回答

2月中旬から下旬

3．今回の開催期間（約3週間）について、いかがでしたか？

回答選択 回答数

長い 1
適度 11
短い 2

4．（上記の質問で「長い」「短い」と答えた方のみご回答ください。）どのくらいの期間がベストだと思われますか？

回答

2週間

1ヶ月（2名回答）

5．今回の活動内容・プログラムは満足でしたか？

回答選択 回答数

とても満足 12
少し満足 2
普通 0
少し不満 0
とても不満 0

6．なぜ上記のようにご回答されたのか、よろしければお聞かせください。

研究室に配属し、実際に研究プロセスを体験したのは楽しかったが、有意義な時間の使い方ができなかった。

研究室の雰囲気を知ることが出来たから。
また、授業で学習した内容をより深く理解することが出来たから。

実験をすると予想を裏切る結果が出てきて、その結果について議論し考えることが楽しいことだと気づけたから。

研究室を体験する貴重経験になったからです。

実習などの学部から提供される講義よりも研究活動の現実に近いところに触れられたように思うため。

体験させて頂いた内容がとても楽しかったです。また、教授や助教、また他の研究室の方の研究内容を聞かせ
て頂いたりしたのですが、それもとても面白かったです。研究室の方々は皆さんとても優しく楽しい方々でしたの
で、それも好きでした。

早い段階から研究室がどのようなところかをみることで自分の今後の進路ついて具体的に考える機会が得られ
たから。

Spring School 2020　参加者アンケート結果
参加者：18名（内　アンケート回答者：14名）
アンケート開催期間：2021年3月18日（木）～3月26日（金）

回答

最先端におられる研究者の実態が分かった。

研究を行う各段階(立案、実践、考察、スライド作り、発表など)をコンパクトに、かつしっかり教えていただけたた
め。
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7．Spring Schoolの良かった点を教えてください。

8．Spring Schoolを何で知りましたか？

回答選択 回答数

所属学部の掲示 5
講義内での紹介 4
図書館でのポスター 0
生命科学研究科ホームページ 4
その他：知人からの紹介 1

9．ガイダンス前やガイダンス当日にもっとこういった情報が欲しかった、等あれば教えてください。

回答選択 回答数

興味がありぜひ利用したい 1
興味はあるが利用はよく考えたい 4
あまり興味はない 1

11．その他、何か伝えたいことはありますか？自由にご記入ください。

コロナ禍の状況で、専門の実習が出来ないまま学年を過ごしていました。しかし、このスプリングスクールのお陰
で、授業内容を体系的に理解でき、更に研究についての理解が深まりました。ありがとうございました。

充実した研究活動をすることができました。Spring Schoolに参加して良かったです。
このような機会をいただけて楽しかったです。ありがとうございました。

10．3回生から飛び級という形で、生命科学研究科に入学できる制度に興味はございますか？
また利用したいと思いますか？

回答

非常に有意義な18日間でした。研究者になるという目標がより堅くなりました。

初めてバイオインフォマティクスの具体的な内容(画像処理)に触れることができ、とても有意義な時間でした。本
当にありがとうございました。

各研究室のパンフレットをPDFで添付して欲しかった

回答

生命科学研究科の特徴など
最終日にプレゼンを行うことを事前に伝えていただきたかったです。

先生や院生がつきっきりで教えてくれるため、質問や自分の考えを述べやすかったこと。質問以上のことを先生
が答えてくれるため、興味がすごく掻き立てられたこと。

普段触れる機会のない大学院の研究に触れられること。

一研究室あたりの参加者数が少なく、濃い指導を受けられた点。

研究室に行く機会をこのような企画で作ってもらえる点。

実際に研究室配属が決まる前に研究室での活動を体験できる点。

学部生のうちから研究室について知れること。

回答

研究室の雰囲気がよく分かった。

実際に研究室に配属していただけた点と、メンターの方につきっきりで指導していただけた点。

研究内容や動物実験の方法、扱い方など、普段の授業だけでは知ることが出来ないことを知ることが出来る点。

自分の手で実験ができたこと。
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